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AIスペース
データスペースと連合型推論による新しいデジタルインフラ

データスペースの整備により、分散する組織間で安全にデータを共有し、さらに連合
型推論を通じてデータを持ち出すことなく⾼度なAI活⽤を実現する新たなデジタルイ
ンフラの姿を提⽰します。産業横断での価値共創、信頼確保、主権性の両⽴という
観点から、ポリセントリックな産業構造を⽀えるAIスペースの可能性と課題を論じます。



動向︓AIとデータ
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AIにおけるDataの重要性
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When will AI finish learning from existing human data?
(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.

6Epoch AI. "Will We Run Out of Data? Forecasting Dataset Size for Language Models.” Technical Report, June 2024.
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顧客データ
Customer Data

財務データ
Financial Data

業務・運⽤データ
Operational Data

市場・競合データ
Market & Competitor Data

⼈的資源データHuman
Resource Data

個⼈情報
Personal Data

リアルタイムデータ
Realtime Data

実世界コンテキストデータ
Real-World Context Data

事業のための重要データAI-Agentが事前学習しているデータ

地理データ
Geographical Data

⾼度スキルデータ
High-Level Skill Data

オープン化されている
⼀般知識

Open & General Knowledge

これらを扱おうとしてきたデジタルPF
データスペースや都市OS

汎⽤AI（︖）

(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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AIは、AI企業への情報・データの流出が⼼配という場合 à OSSを⽤いたローカルLLM
(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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LM Studioでgenma-3-12bを
動かしている例



AI（LLM）の計算はどんどん軽量化している
(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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RAG
AIエージェント
etc..

データベース
企業情報システム
ガバメントシステム
etc...

AIと既存の情報システムとの融合が進む

LangChainやMCP、RAGの仕組みがあればOKか︖
しかしそれほど簡単ではない



適正な外部データ利活⽤を考えると... “データスペースとの融合が必要“
(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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RAG
Retrieval Augmented Generation

F-RAG
Federated RAG

DataspaceText Database

Scale Up



AIとデータシステムの融合論も膨⼤に、、、
(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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RAG
Retrieval Augmented Generation

分散連合型推論 F-RAG
Federated RAG

DataspaceText Database

GraphRAG

Text-to-SQL

NL2SQL

エージェント型推論

Vibe Coding



開発者視点からみたAI-Space︓専⽤特化型のAgent型AIと、それを⽀えるデータ基盤
(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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それだけでもない...
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Data-Agent
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「AIは業務では使えない」

“AIはダメじゃん”
と、思考停止／あきらめ、たら負け

なぜ有用な答えが導き出せないのか？
次の研究開発のステージへ...

今思えば
LLM単体などという単純な方法で答えを出せるわけがない
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Transformerは、単に次の言葉を取り出す仕組みで、
試行錯誤しながら「考える」方法論ではない

本能的な思考まではできるが、、、

あくまでもLanguageの仕組みにすぎない
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人間が正しい答えを導き出す思考過程のように
様々な情報を使い、試行錯誤して、
答えを導き出すプロセスが必要
（それはTransformerの仕組みとは別）

推論過程の研究が重要

AI-Agentが正しい答えを導き出すためには
データ（コンテキストデータ）が必要

データ屋へのメッセージ

...これ、なんとかしてください



“Inside our in-house data agent” (Open AI) より
https://openai.com/ja-JP/index/inside-our-in-house-data-agent/

(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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Open AI社内

p 600 PBのデータ
p 7万以上のデータセット

⾃然⾔語でデータ分析を完結させる
AIエージェントを整備
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レイヤー3︓Codexエンリッチメント
コードベースからテーブルの定義を⾃動的に抽出し、値の⼀意性、更新頻
度、データの範囲や粒度といった詳細を把握するレイヤー。SQL以外の
Spark・Pythonでの利⽤状況も含まれる。これにより、⾒た⽬が似ていて
も実態が異なるテーブル（例︓特定トラフィックのみ含むテーブル）を区別
でき、⾃動更新で常に最新状態が保たれる。

レイヤー4︓インスティテューショナルナレッジ
Slack、Googleドキュメント、Notionなどの社内ドキュメントから、リリース
情報、障害インシデント、社内コード名、主要メトリクスの定義・計算ロジッ
クを取得するレイヤー。アクセス制御付きで取り込まれ、例えば「12⽉に数
値が減った原因はログ記録の不具合」といった組織固有の⽂脈を回答に
反映できる。

レイヤー1︓テーブルの使⽤状況
スキーマメタデータ（列名・データ型）やテーブル間の上流・下流の関係性、
さらに過去のクエリ履歴を活⽤するレイヤー。エージェントはこれらの情報から、
テーブル同⼠の結合パターンやクエリの書き⽅の傾向を学習し、SQL⽣成の
基盤となる構造的な理解を得る。いわばデータの「⾻格」にあたる情報層。

レイヤー2︓⼈間による注釈
ドメイン専⾨家が⼿動で付与するテーブル・列の説明。スキーマや過去クエリ
だけでは読み取れないビジネス上の意図、セマンティクス、既知の注意事項を
補⾜する。テーブルの作成経緯や由来など、メタデータだけでは区別しきれな
い⽂脈情報を⼈間の知⾒として提供する層。

レイヤー5︓メモリ
ユーザーからの修正や会話で得た学習内容を永続的に保存し、次回以降に再利⽤
するレイヤー。他のレイヤーからは推測困難な、特殊なフィルター条件や制約（例︓
実験ゲートの特定⽂字列での正確なフィルタリング⽅法）を記憶する。グローバル・個
⼈レベルで管理でき、同じ間違いの繰り返しを防ぐ。

レイヤー6︓ランタイムコンテキスト
事前のコンテキストが不⾜または古い場合に、データウェアハウスへライブクエリを発⾏し
てリアルタイムにテーブルを検査するレイヤー。スキーマの検証やデータの即時確認が可
能。さらにAirflowやSparkなどの外部データプラットフォームとも連携し、ウェアハウス
外の広範なデータ⽂脈も取得できる。

https://openai.com/ja-JP/index/inside-our-in-house-data-agent/



Data Management Platforms
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データ管理⼿法
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データベース
Database

データレイク
Data Lake

(DL)

データウェアハウス
Data Ware House 

(DWH)

データファブリック
Data Fabric

データメッシュ
Data Mesh

データスペース
Data Spaces

データ連携データ保存

構造化データを
蓄積

⽣データを
そのまま蓄積

データ保存 データ活⽤

分析⽤に整理された
データ基盤

データ統合 データ統治

組織間で信頼ある
データ共有圏

組織内での分散型
データ運⽤モデル

組織内で分散した
データを横断的に

統合

組織内 組織間

集中型 分散型

(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.



Data-Agent Services
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データエージェントと類似の商⽤サービス
(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.

24

Sigma Ask Sigma
• “Agentic AI Analyst” として提供
• AI がどのデータソースを選んだかについて、メタデータ、利⽤統

計、管理者のお墨付き などの⽂脈を⽰す

ThoughtSpot Spotter
• “enterprise agent for analytics” と位置づけ
• ⾃然⾔語で質問して分析を返すエージェントで、製品への埋

め込みも前提です
• 分析業務をエージェント化する商⽤版

Tableau Agent / Tableau Einstein
• ⾃然⾔語から可視化作成、計算式⽣成、質問提案、ダッ

シュボード解釈を⽀援
• Tableau は特にBIに強い

Databricks Genie
• Genie は、ビジネスユーザーが⾃然⾔語でデータに質問できる機能
• ドメイン専⾨家が データセット、サンプルクエリ、テキストガイドライン

を与えて組織⽤に調整。

Snowflake Cortex Analyst
• semantic model を中⼼に⾃然⾔語質問からSQLを⽣成し、そ

のSQLを Snowflake 内で実⾏
• データは Snowflake のガバナンス境界内に留まる
• semantic model YAML で明⽰的に表現

Microsoft Fabric Data Agent
• Fabric/OneLake にある組織データを使って、Microsoft 365

Copilot から分析的な質問に答えられるようにする仕組み
• 既存のCopilotに組み込む⽅向

Google Cloud BigQuery Conversational Analytics / 
Data Agents
• BigQuery 向けに Conversational Analytics API を出す
• ⾃然⾔語を理解し、BigQuery データをクエリして テキスト・表・グ

ラフ で返す、コンテキスト認識型エージェント を構築できる



Data Marketplace
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Data Management PFをつなぐData Marketplace
(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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https://app.snowflake.com/marketplace https://www.databricks.com/product/marketplace



Data Management PFをつなぐData Marketplace
(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.

27https://datarade.ai/ https://aws.amazon.com/jp/data-exchange/
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集中型 連合（連邦）型

＆



AI-Readyなデータスペースから
AI-Spaceへ
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分散連合型推論
Federated Reasoning
Federated-RAG

30

(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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連合学習（FL）から連合推論（FR）へ
(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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Dataspace

Federated Learning Federated “Reasoning”

Open General Data

Realtime Data
Secret Data

Personal Data
Context Data



AIとデータシステムの融合論も膨⼤に、、、
(C) 2025 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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RAG
Retrieval Augmented Generation

分散連合型推論 F-RAG
Federated RAG

DataspaceText Database

GraphRAG

Text-to-SQL

NL2SQL

エージェント型推論

Vibe Coding



分散連合型推論の基盤技術︓Federated RAG（UTokyo Version）

nローカルなRAG環境と同様のデータ参照推論が可能
nデータ・リソースに対して、データスペース（EDC）相当のアクセス制御/Usage Controlが可能

(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.

MCP Tunneling

33



AI-Space
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AGI（巨⼤集中型）と “AI Space”（分散連合型） [Koshizuka-lab, 2024]

(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.

35Artificial General AI (AGI) AI Space

Data Monopolization
Data Hegemony Data Sovereignty

AI Sovereignty

＆



東京⼤学が連携する活動

36

(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.

04



xIPFコンソーシアム
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⼀般社団法⼈ xIPFコンソーシアム（4⽉設⽴予定）

39
2026年3⽉13⽇（⾦）設⽴時社員総会

h t t p s : / / x i p f - c o n s o r t i u m . o r g /

https://xipf-consortium.org/



⼀般社団法⼈ xIPFコンソーシアム（4⽉設⽴予定）

40

h t t p s : / / x i p f - c o n s o r t i u m . o r g /

https://xipf-consortium.org/

理事⻑（予定）
越塚登（東京⼤学）

設⽴時社員

理事（輩出）団体

※ 現在30〜40者程度で設⽴予定



PETs社会実装コンソーシアム

41
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PETs社会実装コンソーシアム
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https://www.jri.co.jp/service/special/content33/corner199/

座⻑
越塚登（東京⼤学）
副座⻑
篠原 弘道（ＮＴＴ㈱相談役）キックオフイベント

活動概要
PETsの社会実装促進に向けた協調領域の課題を⺠間企業主導で解決することを⽬的に、技術・法制度・ユーザーの視点を踏まえた以下の調査・検討を実施し、
有識者との議論を通じて成果を取りまとめます。

１．技術︓PETsに関連する技術全般の動向把握、共通的な規範のあり⽅の整理。個別技術の特性・リスク、評価指標・評価フロー等の検討による技術的指針
の⽅針整理。
２．法制度︓関連する法制度・ガイドラインの動向把握、適⽤上の論点整理、法制度に対する提⾔についての検討。
３．ユーザー／消費者︓ユーザーや消費者から⾒た企業におけるデータ連携の考え⽅に関する調査、ユーザー観点での提⾔の検討。
４．産業別ユースケース・事例創出︓特定領域に関する調査。業界におけるデータ連携の課題や想定されるユースケースの検討と、実証を⽬指した提⾔。



気象ビジネス推進コンソーシアム
（WXBC）

43
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気象ビジネス推進コンソーシアム（WXBC）

44

h t t p s : / / w w w . w x b c . j p /

会⻑
越塚登（東京⼤学）
副座⻑
中村尚（東京⼤学）

活動概要
気象データを活⽤した新たなビジネスの創出に向け、気象事業者に加えて情報通信、農業、⼩売、保険など関係する産業界や先端技術に知⾒のある学識経験
者、関係府省庁・地⽅公共団体を構成員とした産学官の連携組織
産業界と気象サービスとのマッチングや、気象データ利⽤のためのスキルアップの場の提供などを通じて、産業界における気象データの利活⽤を⼀層推進するとともに、
IoT・AI技術を駆使し、気象データを⾼度利⽤した産業活動を創出・活性化するべく活動しています。

会員数
1,613（2026/2/9)



Green x Digital コンソーシアム

45
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Green x Digital コンソーシアム
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h t t p s : / / w w w . g x d c . j p /

座⻑
越塚登（東京⼤学）

活動概要
環境関連分野のデジタル化や新たなビジネスモデルの創出等に係る取り組みを通じて、我が国の産業・社会の全体最適を図ることで、2050年カーボンニュートラル
の実現に寄与することを⽬的とする。

会員数
123

WxDコンソーシアムの近年の成果物



データ社会推進協議会（DSA）
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⼀般社団法⼈データ社会推進協議会（DSA）
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h t t p s : / / d a t a - s o c i e t y - a l l i a n c e . o r g /

会⻑
越塚登（東京⼤学）
代表理事/理事⻑
奥井規晶（インターフュージョン・
コンサルティング）

活動概要
当協議会は、デジタル庁が推進予定の「データ戦略」
（※2）や「内閣府・戦略的イノベーション創造プログ
ラム（SIP）」の後押しを受け、産官学の連携により
分野を超えた公正、⾃由なデータ流通と利活⽤による
豊かな社会(「データ社会」という)を実現し、国内はも
とより世界と連携し貢献を図ることを⽬的に、以下の
事業を推進致します。
1. データ社会を実現する連携サービス(DATA-EX)

の提供
2. データ社会に資する学術研究の推進
3. データ社会に資する産学官連携の推進
4. データ社会を⽀える関連事業者等の運⽤基準の
策定

5. データ社会を⽀える技術基準の策定
6. データ社会を⽀える事業者等に対する認定制度

の整備及び運⽤
7. データ社会活性化のためのデータ利活⽤の創出
8. データ社会を巡る法的課題や国際連携・標準化
等に関する調査・研究・推進

9. データ社会に関連する関係省庁への政策提⾔及
び関連団体との連携

10.前各号に掲げるもののほか、データ社会の健全な
成⻑のために必要な活動

専務理事／事務局⻑
眞野浩（エブリセンスジャパン）

正会員A 28
正会員B 23
賛助会員 45
特別会員（団体） 57
特別会員（⾃治体） 18
特別会員（個⼈） 17
合計 188

会員数
DATA-EXテストベッド提供開始（2026/3/10）



AIによるコード⽣成
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プログラムを作ってくれる（2025年後半以降、この半年の⼤幅な⼀般化）
(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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Claude Code GitHub Copilot



考察

データ利活⽤への影響

(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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n数万⾏クラスのソフトウェアは⽣成できそうだ
nCriticalなサービスソフトウェアでそのまま使うのは、

抵抗感は残る（この１年でどこまで払拭できる
か︖）

n少なくとも、シミュレーションやデータ分析のような、
Criticalではない分野では⼗⼆分に使える

nデータ分析・解析は、おそらく⾃動⽣成コードが⾏う
処理の「王道」

nトラスト情報さえうまく扱えれば、外部データと連携
した分析・解析も⾃動的に⾏える

nデータの利活⽤を妨げていた原因の⼀つである、
「技術的スキル」の問題は、これでクリアする予感
► データ利活⽤が促進される
► ブレイクスルーまでの⼒があるか︖

データスペースのシステムへの影響

nコネクタやDataspaceのGUI App程度は、AIで
⾃動⽣成できるのでは︖

n物理的（システム的な低レイヤ）部分の
Interoperabilityは、毎回コードを書いても⼤丈
夫
► Interfaceの切り替えなどの部分のコードを、AIが⾃動⽣

成するならコストゼロに限りなく近くなるので、⼤きな社会
的コストをかけてまで標準化をする必要性は低くなる
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